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政
府
は
２
月
１８
日
、
国
の
中
長
期
的
エ

ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
方
向
性
を
示
す
「
エ
ネ

ル
ギ
ー
基
本
計
画
」
の
改
定
案
を
閣
議
決

定
し
ま
し
た
。
2011
年
の
東
京
電
力
福
島
第

１
原
子
力
発
電
所
事
故
以
降
、
「
原
発
依

存
を
低
減
す
る
」
と
し
て
き
た
表
現
を
削

除
し
て
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
原
発

を
「
脱
炭
素
電
源
」
と
位
置
付
け
て
「
最

大
限
活
用
す
る
」
方
針
を
明
確
に
し
ま
し

た
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
は
エ
ネ
ル
ギ

ー
政
策
基
本
法
に
基
づ
い
て
2003

年
に
初

め
て
策
定
さ
れ
、
お
お
む
ね
３
年
ご
と
に

再
工
ネ
や
原
発
、
火
力
と
い
っ
た
電
源
ご

と
の
構
成
割
合
の
見
通
し
や
課
題
な
ど

を
盛
り
込
み
、
見
直
さ
れ
て
き
ま
し
た
。 

第
７
次
計
画
と
な
る
今
回
は
、
人
工
知

能
（
AI
）
の
普
及
に
伴
い
、
電
力
を
大
量

に
消
費
す
る
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
や
半
導

体
工
場
の
新
増
設
で
電
力
需
要
が
増
え

る
と
の
見
通
し
を
示
し
ま
し
た
。
必
要
な

発
電
電
力
量
は
2023

年
度
に
比
べ
最
大
で

約
1.2

倍
に
当
た
る
１
兆
2000

億
キ
ロ
ワ
ッ

ト
時
に
増
え
る
と
推
計
。
そ
の
上
で
2040
年

度
の
電
源
構
成
を
再
エ
ネ
は
４
～
５
割

程
度
、
原
発
は
２
割
程
度
、
火
力
は
３
～

４
割
程
度
を
そ
れ
ぞ
れ
目
標
と
し
ま
し

た
。
再
エ
ネ
の
内
訳
は
、
太
陽
光
23

～

29
％
、
風
力
４
～
８
％
、
水
力
８
～
10
％
、

地
熱
１
～
２
％
、
バ
イ
オ
マ
ス
５
～
６
％
。

2023

年
度
の
再
エ
ネ
割
合
実
績
は
22.9

％
な

の
で
、
最
大
５
割
の
目
標
は
大
幅
な
増
加

と
な
り
ま
す
。
再
エ
ネ
導
入
の
課
題
と
し

て
は
「
地
域
と
の
共
生
」
「
国
民
負
担
の

抑
制
」
「
使
用
済
み
太
陽
光
パ
ネ
ル
の
対

応
」
な
ど
を
挙
げ
ま
し
た
。
ま
た
、
太
陽

光
発
電
に
つ
い
て
は
、
適
地
が
少
な
く
な

り
つ
つ
あ
り
、
環
境
破
壊
の
懸
念
も
指
摘

さ
れ
て
い
る
従
来
の
方
法
に
代
わ
り
、
壁

や
窓
に
も
設
置
で
き
る
ペ
ロ
プ
ス
カ
イ

ト
太
陽
電
池
を
重
視
し
、
2040
年
に
約
2000
万

キ
ロ
ワ
ッ
ト
導
入
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

原
発
の
2040

年
度
の
電
源
構
成
割
合
の
目

標
値
は
２
割
程
度
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

2023
年
度
実
績
は
8.5
％
で
、
実
現
す
る
に
は

既
存
原
発
30

基
超
の
ほ
ぼ
全
て
の
再
稼

働
が
前
提
条
件
に
な
る
計
算
で
す
。
ま
た
、

2023

年
度
に
電
力
構
成
の
68.6

％
を
占
め
た

火
力
は
、
目
標
で
は
2040
年
度
に
３
～
４
割

程
度
に
落
と
す
と
の
こ
と
で
す
。
政
府
は

基
本
計
画
と
同
時
に
、
温
室
効
果
ガ
ス
の

排
出
削
減
目
標
を
「
13
年
度
比
で
2035
年
度

60
％
減
、
2040
年
度
73
％
減
」
と
す
る
新
た

な
地
球
温
暖
化
対
策
計
画
と
、
脱
炭
素
を

国
の
産
業
政
策
と
し
て
具
体
化
さ
せ
る

戦
略
「
Ｇ
Ｘ
2040
ビ
ジ
ョ
ン
」
も
閣
議
決
定

し
ま
し
た
。 

                  

(
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再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
の
普
及

で
電
力
供
給
量
が
電
力
需
要
量
を
上
回

る
ケ
ー
ス
が
み
ら
れ
る
中
、
株
式
会
社
富

士
経
済
が
太
陽
光
・
風
力
発
電
の
出
力
制

御
量
を
国
内
エ
リ
ア
別
に
調
査
し
、
そ
の

結
果
を
「
エ
リ
ア
別
再
エ
ネ
・
用
途
別
電

力
需
要
の
長
期
予
測
」
に
ま
と
め
ま
し
た
。

出
力
制
御
と
は
、
電
力
供
給
量
が
電
力
需

要
量
を
上
回
っ
た
と
き
に
電
力
の
正
常

供
給
に
支
障
が
出
る
こ
と
を
防
ぐ
た
め

に
行
わ
れ
ま
す
。
特
に
、
太
陽
光
・
風
力

発
電
の
出
力
制
御
は
、
九
州
を
中
心
に
東

北
や
中
部
、
北
陸
、
関
西
、
中
国
、
四
国

で
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
調
査
で
は
、

国
内
10
エ
リ
ア
別
に
太
陽
光
・
風
力
発
電

の
出
力
制
御
電
力
量
を
明
ら
か
に
し
て

い
ま
す
（
下
図
）
。
2024
年
度
時
点
で
は
、

全
国
合
計
で
は
21.6

億
kWh

の
出
力
制
御
が

実
施
さ
れ
、
中
で
も
日
照
条
件
の
良
さ
な

ど
に
よ
り
九
州
が
高
い
割
合
を
占
め
ま

し
た
。
今
後
は
太
陽
光
発
電
設
備
の
普
及

に
伴
い
電
力
供
給
量
が
更
に
増
加
す
る

で
あ
ろ
う
こ
と
か
ら
、
2040
年
度
は
全
国
合

計
で
131.1

億
kWh

の
出
力
制
御
が
予
測
さ
れ

て
い
ま
す
。
求
め
ら
れ
る
施
策
と
し
て
は
、

「
上
げ
ＤＲ
（
デ
ィ
マ
ン
ド
・
レ
ス
ポ
ン

ス
）
」
（
下
段
※
参
照
）
が
挙
げ
ら
れ
ま

す
。 

                   

※
過
剰
出
力
分
を
・
電
池
の
充
電
に
充

て
た
り
、
需
要
機
器
を
稼
働
す
る
な
ど
し

て
電
力
需
要
を
伸
ば
す
こ
と
。
需
要
を
抑

え
る
「
下
げ
ＤＲ
」
の
対
義
語
。 

 

 

エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
も
容
積
率
の
対
象 

 

「
昇
降
機
の
昇
降
路
」
は
、
容
積
率
算

定
の
延
べ
面
積
か
ら
除
外
で
き
る
（
建
築

基
準
法
第
52
条
第
６
項
）
。
2014
年
７
月

施
行
の
法
改
正
で
登
場
し
た
条
項
で
す
。 

 

除
外
で
き
る
建
築
物
の
用
途
は
問
い

ま
せ
ん
が
、
全
て
の
昇
降
機
が
緩
和
の
対

象
に
な
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
注
点
を

要
し
ま
す
。
除
外
の
対
象
と
な
る
昇
降
機

は
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
だ
け
で
す
（
建
築
基
準

法
施
行
令
第
１３５
条
の
１６
）
。
小
荷
物
専

用
昇
降
機
や
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
は
除
外

で
き
ま
せ
ん
。 

除
外
対
象
は
昇
降
路
な
の
で
、
エ
レ
ベ

ー
タ
ー
機
械
室
の
床
面
積
は
容
積
率
計

算
に
含
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
同
様
に
、

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
前
の
乗
降
ロ
ビ
ー
も
原

則
、
容
積
率
計
算
時
に
算
入
し
ま
す
。
共

同
住
宅
や
老
人
ホ
ー
ム
等
の
共
用
廊
下

等
に
該
当
す
る
場
合
だ
け
例
外
と
な
り
、

乗
降
ロ
ビ
ー
部
分
を
除
け
ま
す
。 

 

斜
線
規
制
な
ど
は
適
用 

14
年
の
法
改
正
前
は
、
高
齢
化
に
対
応

し
て
既
存
建
築
物
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を

増
設
し
よ
う
と
し
て
も
、
容
積
率
の
制
限

か
ら
不
可
能
な
場
合
が
生
じ
て
い
ま
し

た
。
法
改
正
後
は
、
例
え
ば
容
積
率
オ
ー

バ
ー
の
既
存
不
適
格
性
築
物
で
も
減
築

せ
ず
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
棟
を
設
置
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
棟
を
増
設
す
る
場
合
、

新
設
部
分
と
既
存
部
分
の
い
ず
れ
も
道

路
斜
線
、
隣
地
斜
線
お
よ
び
日
影
規
制
の

現
行
法
が
遡
及
し
ま
す
。
計
画
に
際
し
て

は
、
こ
れ
ら
へ
の
適
合
を
求
め
ら
れ
る
点

に
留
意
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

ま
た
、
建
築
面
積
、
容
積
率
算
定
以
外

の
延
べ
面
積
を
求
め
る
際
に
は
エ
レ
ベ

ー
タ
ー
の
昇
降
路
の
床
面
積
を
含
め
ま

す
。
防
火
・
準
防
火
地
域
以
外
で
床
面
積

が
10
㎡
以
内
の
場
合
に
は
確
認
申
請
が

不
要
と
な
り
ま
す
が
、
こ
の
床
面
積
を
算

出
す
る
際
に
も
昇
降
路
の
床
面
積
を
入

れ
ま
す
。 
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【
ポ
イ
ン
ト
】 

緩
和
対
象
の
昇
降
機
は
、
エ
レ
ベ
ー
タ

ー
だ
け
で
す
。 

昇
降
路
、
共
同
住
宅
の
共
用
廊
下
等
に

該
当
す
る
乗
降
ロ
ビ
ー
が
除
外
対
象
に

な
り
ま
す
。 

容
積
率
算
定
時
以
外
は
床
面
積
に
含

み
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

宅
配
ボ
ッ
ク
ス
の
緩
和
は
共
同
住
宅
だ

け
で
は
な
い 

 

「
宅
配
ボ
ッ
ク
ス
の
設
置
部
分
」
に
対

す
る
容
積
率
緩
和
は
２
種
類
あ
る
。 

 

先
に
登
場
し
た
の
は
、
共
同
住
宅
の
共

用
廊
下
を
対
象
に
し
た
緩
和
（
以
下
①
）
。 

容
積
率
算
定
の
延
べ
面
積
に
算
入
し

な
い
「
共
同
住
宅
の
共
用
の
廊
下
の
用
に

供
す
る
部
分
」
（
建
築
基
準
法
第
52
条
第

６
項
）
に
、
一
定
条
件
を
満
た
す
宅
配
ボ

ッ
ク
ス
設
置
部
分
を
加
え
た
（
平
成
29
年

11
月
10
日
国
土
交
通
省
技
術
的
助
言
国

住
街
第
127
号
）
。
老
人
ホ
ー
ム
等
に
も
適

用
す
る
。 

  

 

                   

さ
ら
に
翌
2018
年
、
延
べ
面
積
の
定
義
を

記
し
た
建
築
基
準
法
施
行
令
第
２
条
で
、

容
積
率
算
定
か
ら
の
除
外
対
象
に
宅
配

ボ
ッ
ク
ス
設
置
部
分
を
加
え
た
（
同
条
第

１
項
第
四
号
へ
、
以
下
②
）
。 

                       

除
外
で
き
る
範
囲
が
違
う 

 

２
つ
の
規
定
は
ど
こ
が
違
う
の
か
。 

 

後
発
の
②
は
建
築
物
の
用
途
を
問
わ

ず
、
事
務
所
や
不
特
定
多
数
が
使
う
商
業

施
設
な
ど
幅
広
く
利
用
で
き
る
。
た
だ
し
、

除
外
で
き
る
床
面
積
は
「
建
築
物
の
各
階

床
面
積
合
計
の
100
分
の
１
以
下
」
に
限
ら

れ
る
。 

 

適
用
他
囲
も
２
つ
の
規
定
は
異
な
る
。

配
達
側
と
荷
物
を
取
り
出
す
側
が
宅
配

ボ
ッ
ク
ス
を
は
さ
ん
で
分
か
れ
て
い
る

場
合
、
①
で
は
配
達
側
を
床
面
積
に
算
入

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
②
で
は
配
達

側
も
床
面
積
か
ら
除
け
る
。
ま
た
宅
配
ボ

ッ
ク
ス
と
共
用
部
分
に
壁
が
な
い
場
合
、

①
で
は
宅
配
ボ
ッ
ク
ス
部
分
だ
け
を
床

面
積
か
ら
除
く
の
に
対
し
、
②
で
は
宅
配

ボ
ッ
ク
ス
か
ら
ｌ
ｍ
の
範
囲
ま
で
除
外

で
き
る
。 

 

な
お
、
延
べ
面
積
の
定
義
に
か
か
わ
る

②
は
、
①
に
先
立
っ
て
適
用
さ
れ
る
。
申

請
書
の
記
載
時
に
は
各
項
目
の
床
面
積

を
計
算
す
る
順
番
に
気
を
付
け
ま
し
ょ

う
。 

    

消
費
者
も
知
っ
て
お
く
べ
き 

建
築
基
準
法
ア
ラ
カ
ル
ト 

36 

 

文
責 

副
理
事
長 

田
岡
照
良 



（ 4）  2 0 2 5 年（令和７年） 6 月 4 日    N P O 法人建築Ｇメンの会  会報「楔」第 2 6 5号 

欠陥住宅・欠陥建築で悩む人を救い、住宅検査の技術向上を目指すＮＰＯ建築Ｇメンの会  

【
ポ
イ
ン
ト
】 

宅
配
ボ
ッ
ク
ス
設
置
部
分
の
緩
和
規

定
は
２
種
類
『
共
同
住
宅
等
の
共
用
廊

下
』
の
規
定
が
先
行
。 

優
先
順
位
の
高
い
後
発
規
定
は
、
用
途

の
制
約
は
な
い
が
適
用
面
積
に
上
限
が

あ
り
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  

 

□
総
会
報
告 

去
る
５
月
24
日
（
土
）
に
2025
年
度
定

例
総
会
が
オ
ン
ラ
イ
ン
に
て
開
催
さ
れ
、

議
案
書
の
全
議
案
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

正
会
員
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
  

  

～～
編編
集集
後後
記記
～～  

私
た
ち
の
暮
ら
し
は
さ
ま
ざ
ま
な
「
イ

ン
フ
ラ
」
に
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
誰
も

が
そ
の
恩
恵
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
、

い
わ
ば
「
あ
る
」
こ
と
が
当
た
り
前
の
も

の
で
す
。 

電
気
も
イ
ン
フ
ラ
で
す
。
電
気
が
供
給

さ
れ
る
こ
と
が
当
た
り
前
だ
か
ら
、
冷
蔵

庫
が
あ
り
、
エ
ア
コ
ン
が
あ
り
、
テ
レ
ビ

が
あ
り
、
パ
ソ
コ
ン
が
あ
る
の
で
す
。
電

気
が
な
け
れ
ば
出
来
な
い
こ
と
が
沢
山

あ
り
ま
す
。
で
す
が
、
私
た
ち
が
利
用
し

て
い
る
イ
ン
フ
ラ
の
中
で
も
、
も
っ
と
も

脆
弱
な
も
の
が
電
気
で
あ
る
と
も
い
え

ま
す
。
ガ
ス
や
水
道
と
は
違
い
、
蓄
積
し

て
お
く
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
、
常
に
発

電
し
続
け
る
し
か
な
い
も
の
、
そ
れ
が
電

気
で
す
。 

「
今
使
え
て
い
る
が
、
災
害
時
に
は
間

違
い
な
く
止
ま
っ
て
し
ま
う
」
そ
れ
が
確

実
な
の
で
す
。
そ
れ
で
も
日
々
そ
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
か
ら
脱
却
す
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
れ
ら
に
慣
れ
す
ぎ

て
し
ま
っ
た
か
ら
で
す
。
私
た
ち
は
電
気

が
な
け
れ
ば
ま
と
も
に
仕
事
を
す
る
こ

と
も
で
き
な
い
の
で
す
。 

東
南
海
地
震
・
山
林
火
災
等
々
の
災
害

が
不
安
に
さ
せ
て
い
る
昨
今
で
す
。
電
気

の
必
要
性
は
判
り
ま
す
が
、
そ
の
大
半
を

原
子
力
に
頼
る
こ
と
は
果
た
し
て
地
球

に
と
っ
て
い
い
こ
と
な
の
で
し
ょ
う
か
。

太
陽
パ
ネ
ル
も
環
境
破
壊
の
懸
念
が
指

摘
さ
れ
て
い
る
従
来
の
方
法
に
代
わ
り
、

壁
や
窓
に
も
設
置
で
き
る
ペ
ロ
プ
ス
カ

イ
ト
太
陽
電
池
を
重
視
し
さ
れ
て
い
ま

す
。
原
子
力
発
電
施
設
は
事
故
が
起
き
て

か
ら
で
は
遅
い
の
で
す
。
電
気
が
必
要
だ

か
ら
と
言
っ
て
無
理
や
り
再
開
す
る
の

は
如
何
な
も
の
で
し
ょ
う
か
。
第
二
の
福

島
原
発
に
な
ら
な
い
様
考
え
て
ほ
し
い

も
の
で
す
。 
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会の活動にご協力ください！ 

 

●会員の種類      ●年会費 

正  会  員 ----- 24,000円 

消費者正会員 ----- 12,000円 

一 般 会 員  -----  6,000円 

団体一般会員 ----- 48,000円 

   

※ご入会の際は入会申込書が必要です。 

事務局までご連絡ください。 

 

無料電話相談窓口のご案内 

あなたの家は大丈夫ですか？ 

欠陥住宅など、住まいに関する相談・質問がある方は、当会ウェブサイトの 

「相談員名簿」（http://www.kenchiku-gmen.or.jp/sumai110.html） 

に掲載されているお近くの相談員まで、直接アクセスして下さい。 
 

誰に相談すれば良いかわからないなど、不明な点がありましたら、 

 事務局にお問合せいただければ、適当な相談員をご案内します。 

   TEL：0３-６８０５-３７４１ / FAX：0３-６８０５-３７１９ 

   E-mail：jimukyoku@kenchiku-gmen.or.jp 

事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ 
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